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1.はじめに 

 2025 年 3 月山陰道出雲 I.C.～多伎 I.C.が開通した。これにより島根県部分の山陰道は

鳥取県境から大田市温泉津まで高規格道路でつながることになった。 

 弊社の在る松江市から大田市以西に行く時間が 30 分程度は短縮され利便性の向上を実

感する。その反面道路環境の変化により交通の流れがかわり、マイナス的な変化への対応

を迫られる施設がある。その一つが道の駅である。国道 54号沿いには島根で初めて開設

された道の駅の「掛谷の道の駅」をはじめ、いくつかの道の駅が点在している。 

これらの道の駅は、松江道尾道松江線が開通したことによる交通量の国道 54 号から松

江道へのシフトにより、道の駅の入り込み客数を大きく減らしたと考えられる。（島根県

観光動態調査より） 

 今年山陰道が開通したことにより、最も影響を受けると想定されるのが出雲市多伎にあ

る「道の駅キララ多伎」である。 

そこで、交通量が大きく変化すると想定される国道９号に隣接する「道の駅キララ多伎」

の今後の展開について考えてみたい。 

 

2.道の駅について 

国土交通省のホームページから道の駅のコンセプトを見てみると、長距離ドライブが増

加し、道路交通の円滑な「ながれ」を支えるため、一般道路でも自由に立ち寄れる休憩場

所として、駐車場・トイレが 24 時間使用できる施設を設置。併せて沿道地域の文化、歴

史、特産品などの情報が得られる場所としての機能を持たせ、個性豊かな賑わい空間とし

て地域連携が促進される施設となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３.国道 54 号沿線の道の駅 

 国道 54 号沿線の道の駅が最も交通環境の変化の影響を受けた道の駅であり、この状況

が今後国道 9 号の道の駅の今後の展開の参考となると考えられる。 

 2012 年に松江道の三刀屋 I.C.～吉田・掛谷 I.C.の開通した以降の交通量の変化を交通

センサスデータで見ると、雲南市掛合の観測地点では、2010 年 8.166 台あった交通量が

2015 年では 3.838 台と 50％以上の減少となっている。それに伴い道の駅の利用者も減少

に拍車がかかる結果となっている。 

 特に掛合の道の駅の減少は大きく 2008 年に 13 万人台の利用者があったものが、松江道

が三次まで開通した以降の 2014 年には 6 万人台へと減少し、近年は 2万人台で推移して

いる。そのため道の駅の機能の一つである地域連携機能が発揮できない状況であるが、国

道 54号という幹線道路に位置していることから、近年取り入れられている、災害時に防

災活動の拠点となる「防災道の駅」に選定され、新たな役割を担うとこになった。 

赤来の道の駅も一時利用者が減少傾向となっていたが、情報発信の改善により 2017 年

以降利用者が増加に転じている。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1.道の駅掛合の里外利用状況グラフ(島根県観光動態調査より) 



4.道の駅キララ多伎の概要 

次に、道の駅キララ多伎について見てみると、本道の駅は出雲市多伎町の国道９号沿線

に位置し、日本海を一望できる絶景ロケーションとリゾート的雰囲気を特徴としている。

施設内には、海産物を中心とした飲食店やパン工房、直売所に加え、キララビーチや夕陽

百選にも選ばれた海岸の景色、季節により観察できる野生のイルカなど、自然資源を活か

した体験型観光の施設も有している。 また、地域と連携したイベントも盛んであり、集

客力の向上と交流人口の拡大の促進を図っている。近年はトイレのリニューアル等を行い

施設としての利便性の向上にも力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用者については、2007 年の 60 万人台以降減少傾向にあるが、コロナ禍の影響がみら

れる 2020 年～2022 年を除くと近年は概ね 40 万人台の利用者で推移している。 

 2018 年朝山・大田道路開通、2019 年多伎・朝山道路開通の影響については、現状では

あまり無いように見える。これらの開通は、本道の駅よりも以西の山陰道の区間の開通で

あり、本道の駅を経由して山陰道を利用する道路状況であったため、通過交通の利用に大

きな変化がなかったと考えられる。ただし、2025 年の出雲・湖陵道路、湖陵多伎道路の開

通は、本道の駅を素通りして島根県の東西を移動できるようになることから、今後の利用

者の変化への対応が課題となる。 

  

図 4-1.キララ多伎位置図 

キララ多伎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.山陰道整備による影響と今後の展開戦略 

山陰道の整備は、沿線地域のアクセス改善にとどまらず、道の駅の集客力や役割にも変

化をもたらすと考えられる。特にキララ多伎は新規開通区間に近接しており大きな影響が

ある道の駅といえる。 

メリットとしては、島根県東西からの高速道路利用者の流入が可能となったことで、キ

ララ多伎の施設、ビーチを目的として利用する人にとってはアクセスが向上し利用しやす

くなると考えられ、物流効率の向上や、地元産品の広域流通にも寄与すると考えられる。 

 逆にデメリットとしては、前項でも述べたように島根県内の通過交通が国道 9号から山

陰道に移行することが想定され、それに伴い休憩利用をメインとしている利用者の減少は

考えられる。国道 54 号の道の駅のように交通流が大きく変化してしまい、利用者を大き

く減少させる可能性もある。 

 本道の駅が国道 54 号の道の駅と異なるところは、多伎インターから 1 ㎞程度の位置に

あり、サービスエリア的利用が期待できるところであるので、休憩用施設のさらなる利便

性の向上を図ることで利用者の減少を食い止めることができるかもしれない。また、リゾ

ート地としての利用施設があることから、赤来の道の駅で効果が出ているように情報発信

力を改善することで逆に利用者の増加を図ることができるかもしれない。 

 いずれにしても今後の利用者の動向を追いながら、その都度改善策を講じることが運営

者には求められる。 

 

 

図 4-2.道の駅キララ多伎利用状況グラフ(島根県観光動態調査より) 


